
ナ
ホ
ト
カ
で
帰
国
を
待
っ
て
い
る
間
に
、
ナ
ホ
ト
カ
港
の
近

く
の
丘
に
あ
る
日
本
人
抑
留
者
の
墓
地
の
掃
除
に
行
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
シ
ベ
リ
ア
各
地
の
地
獄
の
よ
う
な
ラ
ー
ゲ
ル
で
の

生
活
を
生
き
抜
き
、
日
本
に
海
を
通
じ
て
つ
な
が
っ
て
い
る
ナ

ホ
ト
カ
ま
で
た
ど
り
着
き
、
迎
え
に
来
た
船
に
乗
れ
ば
両
親
、

妻
子
等
の
家
族
の
待
っ
て
い
る
日
本
、
夢
に
ま
で
見
た
日
本
に

帰
れ
る
の
に
帰
国
船
に
乗
る
こ
と
が
で
き
ず
、
日
本
に
帰
っ
て

行
く
戦
友
を
乗
せ
た
船
の
汽
笛
を
聞
き
な
が
ら
死
ん
で
い
っ
た

戦
友
の
こ
と
を
思
う
と
、
何
と
言
っ
て
手
を
合
わ
せ
れ
ば
よ
い

か
と
迷
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

五
月
の
ナ
ホ
ト
カ
に
は
雪
が
残
っ
て
い
た
が
、
船
上
か
ら
見

る
五
月
の
祖
国
日
本
の
若
葉
の
美
し
さ
は
、
日
本
に
帰
れ
た
と

い
う
喜
び
と
重
な
っ
て
、
言
葉
で
は
現
す
こ
と
の
で
き
な
い
日

本
国
の
美
し
さ
で
あ
っ
た
。

検
疫
と
上
陸
手
続
き
の
た
め
舞
鶴
港
に
停
船
し
た
時
、
迎
え

の
船
か
ら
六
段
の
調
べ
を
奏
で
る
琴
の
音
が
聞
こ
え
て
来
る

と
、
日
本
に
帰
り
着
い
た
と
い
う
喜
び
で
沸
き
返
っ
て
い
た
船

の
甲
板
が
静
か
に
な
り
、
し
ば
ら
く
祖
国
日
本
の
懐
か
し
い
音

楽
に
聞
き
惚
れ
て
、
確
実
に
帰
国
で
き
た
と
い
う
実
感
が
し
て

き
た
。
舞
鶴
で
帰
国
手
続
き
を
終
え
て
帰
省
列
車
に
乗
り
込
み
、
故

郷
の
名
古
屋
駅
に
着
い
た
の
は
昭
和
二
十
三
年
五
月
十
日
午
前

四
時
頃
だ
っ
た
。
汽
車
か
ら
降
り
る
復
員
者
数
は
十
人
位
で

あ
っ
た
が
、
出
迎
え
の
人
は
多
く
お
り
、
こ
の
よ
う
に
出
迎
え

て
も
ら
え
る
こ
と
の
慶
び
を
感
じ
た
。

帰
り
き
て
　
出
直
し
人
生
の
第
一
歩

シ
ベ
リ
ア
は
　
生
き
て
い
る
限
り
忘
れ
得
ず

シ
ベ
リ
ア
の
　
怒
り
を
こ
ら
え
て
生
き
て
い
る

シ
ベ
リ
ア
の
　
墓
参
の
テ
レ
ビ
今
日
も
ま
た

一
青
年
の
軍
歴
と
抑
留
記
　 

愛
知
県
　
天
野
春
吉
　 

愛
知
県
安
城
市
で
生
ま
れ
る
。
八
歳
の
折
、
一
家
は
父
親
の

都
合
で
名
古
屋
市
北
区
に
転
居
し
た
。
家
業
は
薬
局
で
あ
っ

た
。
生
活
は
裕
福
の
方
で
あ
っ
た
が
私
は
家
を
継
ぐ
の
が
嫌



で
、
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
三
月
、
北
区
の
尋
常
高
等
小

学
校
を
卒
業
し
て
同
年
三
月
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
に
応
募

し
て
採
用
さ
れ
て
、
家
族
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
同
年
三
月
二

十
八
日
茨
城
県
内
原
訓
練
所
に
入
所
し
た
。
同
所
で
二
ヵ
月
の

基
本
訓
練
を
受
け
、
同
年
六
月
二
十
四
日
渡
満
の
途
に
つ
い

た
。同
年
七
月
二
日
、
旧
満
州
国
浜
江
省
珠
河
県
一
面
波
に
あ
っ

た
満
州
開
拓
青
年
義
勇
隊
一
面
波
訓
練
所
に
入
所
し
た
。
こ
こ

で
は
主
と
し
て
満
語
等
の
学
習
が
行
わ
れ
て
、
農
事
訓
練
は
少

な
く
、
当
時
は
ま
だ
治
安
が
悪
く
軍
事
訓
練
の
方
が
多
い
生
活

で
あ
っ
た
。

昭
和
十
六
年
七
月
に
な
る
と
関
東
軍
特
別
大
演
習
が
あ
り
、

訓
練
所
か
ら
五
十
人
が
動
員
さ
れ
、
残
っ
た
我
々
は
、
三
角
山

等
で
行
わ
れ
た
ガ
ス
弾
や
ロ
ケ
ッ
ト
弾
等
の
使
用
跡
の
消
毒
や

処
理
に
多
用
さ
れ
た
。

昭
和
十
六
年
九
月
三
十
日
、
吉
林
省
敦
化
県
大
石
頭
に
移
動

し
た
。
こ
こ
で
は
特
に
厳
し
い
軍
事
訓
練
と
徹
底
し
た
軍
国
主

義
を
当
時
の
訓
練
所
長
で
熱
河
作
戦
の
河
原
挺
身
隊
長
で
あ
っ

た
河
原
侃
閣
下
に
た
た
き
込
ま
れ
、
農
事
訓
練
は
そ
っ
ち
の
け

で
あ
っ
た
。

昭
和
十
八
年
三
江
省
鶴
立
県
梧
桐
村
北
山
地
区
に
入
植
、
十

月
に
檜
山
義
勇
隊
開
拓
団
と
し
て
発
足
す
る
。

昭
和
二
十
年
七
月
ま
で
に
団
員
の
ほ
と
ん
ど
が
関
東
軍
に
召

集
さ
れ
、
残
留
組
は
女
子
六
人
と
男
子
六
人
の
十
二
人
が
い
る

だ
け
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
九
日
早
朝
、
軍
よ
り
の
引
揚
げ
命
令
で
開

拓
団
を
放
棄
し
た
。
そ
の
う
ち
女
子
を
含
む
未
成
年
と
兵
役
免

除
団
員
六
人
は
ハ
ル
ピ
ン
経
由
で
新
京
（
長
春
）
に
避
難
、
一

年
後
に
死
亡
者
一
人
を
除
き
帰
国
し
た
。
男
子
団
員
は
軍
の
指

示
で
牡
丹
江
に
集
結
、
防
衛
召
集
の
名
目
で
他
の
開
拓
団
や
そ

の
他
の
邦
人
と
共
に
部
隊
編
成
さ
れ
た
が
（
八
月
十
日
か
十
一

日
頃
）

、
武
器
ら
し
い
兵
器
の
支
給
は
な
く
、
私
た
ち
は
団
か

ら
持
参
し
た
旧
式
の
チ
ェ
コ
銃
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
点
で

私
た
ち
の
分
隊
は
牡
丹
江
に
架
か
る
鉄
橋
爆
破
の
工
兵
隊
に
応

援
せ
よ
で
あ
っ
た
。
こ
の
部
隊
の
そ
の
後
の
状
況
は
全
く
わ
か

ら
な
い
し
、
鉄
橋
到
着
後
に
ソ
連
軍
の
侵
攻
が
早
く
、
戦
場
を

さ
ま
よ
っ
て
二
度
と
出
会
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
短
時
間

で
編
成
さ
れ
て
た
っ
た
一
日
の
出
会
い
の
た
め
、
部
隊
名
は
も



ち
ろ
ん
の
こ
と
、
上
官
の
名
前
さ
え
記
憶
し
て
い
な
い
。

終
戦
か
ら
何
日
か
し
て
、
横
道
河
子
か
拉
古
で
あ
っ
た
か
明

確
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
か
の
山
の
中
で
ソ
連
兵
に
捕
ま
り
武

装
解
除
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
徒
歩
で
十
数
日
か
け
て
磨
刀
石
、

代
馬
溝
、
穆
稜
台
地
等
の
激
戦
地
跡
を
連
行
さ
れ
、
綏
芬
河
の

国
境
か
ら
グ
ロ
デ
コ
ー
ボ
に
入
り
、
こ
こ
で
一
千
人
に
な
る
ま

で
待
機
さ
せ
ら
れ
、「
ダ
モ
イ
東
京
」
の
言
葉
に
騙
さ
れ
て
ト

ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら
れ
虎
林
虎
頭
の
対
岸
の
イ
マ
ン
に
運
ば
れ
収

容
さ
れ
た
。

二
十
年
十
二
月
末
、
病
人
と
共
に
再
び
満
州
の
牡
丹
江
市
に

近
い
旧
海
林
病
院
の
隣
に
仮
設
さ
れ
た
収
容
所
に
送
り
返
さ

れ
、
満
州
に
戻
っ
た
。
当
時
こ
の
収
容
所
と
病
院
に
は
合
わ
せ

て
一
万
人
の
日
本
軍
の
将
兵
と
病
人
が
収
容
さ
れ
て
い
た
。
正

月
は
こ
こ
で
迎
え
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ソ
連

の
戦
利
品
等
を
集
め
る
労
役
と
病
院
の
使
役
に
従
事
し
て
い
た

が
、
や
が
て
伝
染
病
に
感
染
し
生
死
の
境
ま
で
体
験
し
た
が
幸

い
治
り
、
二
十
一
年
四
月
に
入
る
と
中
国
の
内
戦
で
中
共
軍
が

近
く
ま
で
迫
り
、
あ
わ
た
だ
し
く
千
人
単
位
に
部
隊
編
成
が
な

さ
れ
て
、
今
回
も
ダ
モ
イ
東
京
と
騙
さ
れ
汽
車
に
押
し
込
ま
れ

て
再
び
ソ
連
領
の
マ
ン
ゾ
フ
カ
の
収
容
所
に
送
ら
れ
た
。
も
し

ま
た
シ
ベ
リ
ア
に
送
ら
れ
る
こ
と
が
解
っ
て
お
れ
ば
、
多
分
私

は
住
み
慣
れ
た
満
州
で
脱
走
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、

ソ
連
領
内
の
ヒ
ョ
ー
ド
ロ
フ
カ
な
ど
幾
ヵ
所
も
の
収
容
所
を

転
々
と
移
動
さ
せ
ら
れ
、
伐
採
、
山
奥
か
ら
の
木
材
搬
出
、
ト

ラ
ッ
ク
や
貨
車
へ
の
積
込
み
、
森
林
鉄
道
の
施
設
工
事
、
草
刈

り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
整
備
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
作
業
、
漬
物
工
場

の
手
伝
い
、
■
瓦
の
運
搬
、
■
瓦
建
て
の
建
築
作
業
、
道
路
工

事
な
ど
、
数
え
切
れ
な
い
程
の
作
業
を
体
験
し
た
。

二
十
二
年
冬
ま
で
の
待
遇
、
食
事
等
は
劣
悪
を
極
め
た
が
、

や
が
て
始
ま
っ
た
民
主
運
動
で
待
遇
は
徐
々
に
で
あ
る
が
改
善

さ
れ
、
食
糧
事
情
は
よ
く
な
っ
て
い
っ
た
。

二
十
三
年
に
入
る
と
ど
こ
か
ら
か
ダ
モ
イ
の
話
を
聞
く
よ
う

に
な
り
、
作
業
の
都
合
で
移
動
す
る
度
に
ダ
モ
イ
と
思
い
喜
ん

で
乗
車
す
る
の
だ
が
、
ま
た
違
う
場
所
に
降
ろ
さ
れ
て
が
っ
か

り
す
る
の
で
、
こ
の
頃
に
な
る
と
ま
た
そ
の
ダ
モ
イ
か
と
慣
れ

て
し
ま
っ
た
が
、
日
が
た
つ
に
従
い
待
遇
も
よ
く
な
り
、
作
業

も
自
主
的
に
行
わ
れ
、
看
視
兵
や
ナ
チ
ャ
ー
ニ
ッ
ク
（
収
容
所

長
）
も
ノ
ル
マ
さ
え
完
了
な
ら
笑
顔
で
応
答
す
る
よ
う
に
な
っ



た
。二
十
三
年
十
月
に
入
り
本
当
の
ダ
モ
イ
を
知
ら
さ
れ
、
ナ
ホ

ト
カ
に
向
か
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
も
信
用
せ
ず
、
日
本
の
船
に

乗
っ
て
初
め
て
帰
国
を
肌
で
感
じ
た
。
苦
難
の
果
て
、
酷
寒
の

地
で
不
帰
の
客
と
な
っ
た
戦
友
の
霊
安
か
れ
と
祈
る
。

シ
ベ
リ
ア
か
ら
北
朝
鮮
へ
　 

愛
知
県
　
水
野
四
郎
　 

大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
、
名
古
屋
市
千
種
区
鍋
屋
上
野

町
の
農
家
に
生
ま
れ
育
ち
、
名
古
屋
市
立
商
業
学
校
に
入
学

し
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
二
月
に
繰
上
げ
卒
業
を
し
て

翌
十
七
年
一
月
に
、
夢
と
希
望
を
持
っ
て
、
日
本
の
新
天
地
と

言
わ
れ
て
い
た
満
州
国
の
首
都
新
京
（
長
春
）
市
興
安
大
略
に

本
社
の
あ
る
進
和
洋
行
に
社
員
と
し
て
就
職
し
た
。
当
時
の
満

州
行
き
は
国
を
挙
げ
て
盛
大
に
送
り
出
し
て
い
た
の
で
、
そ
の

意
気
に
乗
っ
て
、
家
族
、
親
族
一
同
の
心
温
ま
る
送
別
を
受
け

て
名
古
屋
を
後
に
し
た
。
勤
務
地
新
京
市
に
着
任
し
た
後
、
上

司
、
先
輩
た
ち
の
指
導
を
受
け
て
建
設
途
上
の
満
州
国
の
首
都

新
京
市
に
お
い
て
製
材
用
の
鋸
の
販
売
を
す
る
商
社
で
働
い

た
。昭
和
二
十
年
現
地
で
徴
兵
検
査
を
受
け
て
、
同
年
五
月
二
十

日
、
関
東
軍
直
轄
機
動
第
一
旅
団
第
三
連
隊
通
信
中
隊
へ
現
役

入
隊
し
て
、
南
満
州
公
主
嶺
に
あ
っ
た
部
隊
に
入
営
し
た
。

昭
和
二
十
年
七
月
、
訓
練
期
間
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
突
然
移

動
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
原
隊
に
は
再
び
戻
る
ま
い
と
告
げ
ら

れ
て
公
主
嶺
駅
ま
で
赴
く
と
、
行
き
先
も
告
げ
ら
れ
ず
貨
車
の

中
へ
押
し
込
ま
れ
た
。
そ
う
し
て
第
一
期
検
閲
が
繰
り
上
げ
ら

れ
た
形
で
や
が
て
戦
場
と
な
る
ソ
連
国
境
の
近
く
へ
と
運
ば
れ

て
行
っ
た
。
着
い
た
所
は
北
朝
鮮
に
近
い
図
們
の
奥
地
に
入
っ

た
山
間
部
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
作
業
は
陣
地
構
築
と
弾
薬
類

の
運
搬
で
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
に
七
月
十
五
日
頃
か
ら
体
調
を
崩
し
て
練
兵
休
を

繰
り
返
し
て
い
る
間
に
終
戦
と
な
り
、
武
装
解
除
さ
れ
た
。
第

三
軍
司
令
部
の
あ
っ
た
延
吉
が
こ
の
地
域
の
日
本
軍
の
武
装
解

除
さ
れ
た
将
兵
の
集
合
地
で
あ
っ
て
、
同
地
に
集
ま
っ
た
将
兵

を
約
千
人
を
一
個
大
隊
に
編
成
し
て
、
徒
歩
で
琿
春
を
経
由
し




